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して⑤Timed up and Go test（TUG）を実施した。主要
アウトカムは準WOMACとした。①②③は介入前評価と介
入後評価（当日夜間、２日後夜間、７日後夜間）に記録し、
④は介入前評価と介入後評価（２日後夜間と７日後夜間）、
⑤は介入前評価と介入直後に実施した。
　すべての解析にはITT解析を行う。経時的変化における
群内比較は、介入前評価と介入後評価に対して反復測定分
散分析を行い、下位検定としてBonferroniの方法を用い
る。群間比較は、各評価項目の変化量（介入前評価時の実
測値－各評価時の実測値）についてｔ検定を行い
Bonferroniによる補正を加えた。また、プラセボ円皮鍼の
信頼性テストについては、その一致度をκ統計量で求める。
　現在までの対象者の組み入れ状況は、39名（男性12名、女
性27名）であり、平均72.3±10.3歳、平均BMIは24.2±
3.3kg/㎡である。全介入終了者は21名、１期目介入のみ終
了者は６名、脱落者は６名である。有害事象は現在までの
ところ確認されていない。
Ⅳ．まとめ
　本研究の結果から、円皮鍼は膝OAを含む膝痛高齢者に
とって安全で有益な治療手段になり、介護予防における運
動器疾患対策の１つとして重要な役割を果たす可能性が示
されたが、効果には個人差があり、膝OAの分類（一次性・
二次性）、膝の圧痛の有無や程度が深く関わっている可能性
が考えられる。
